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京都丹後鉄道初 
クラウドファンディングを活用した事業展開を開始 

～世界で一番大きいカフェ「丹鉄珈琲～114kmCAFE」店舗オープンに向けて～ 
 

 京都丹後鉄道(以下、丹鉄)を運行するWILLER TRAINS株式会社（代表取締役：寒竹聖一）は、2018年 3月 29日(木)

より、丹鉄珈琲プロジェクト「丹鉄珈琲～114kmCAFE」店舗オープンに向けて丹鉄初の試みとなるクラウドファンディン

グを開始します。（プロジェクトページ： https://camp-fire.jp/projects/view/68879） 

 これを機に地域の事業者とのさらなる連携の強化と、丹鉄沿線の活性化および地域振興を推進していきます。 

 

丹鉄は、「もうひとつの京都」とも呼ばれている、京都北部の日本海に面した「海の京都」を走るローカル鉄道です。丹

鉄ではこれまでも、丹鉄沿線の地方創生を目指して、ビジネスアイデアに出資する日本初の投資型鉄道ファンド「丹鉄

ファンド」や鉄道ビジネスを軸に地域に根付いた収益モデルを生み出せる人材育成を目的とする「鉄道ビジネススクー

ル」を実施し、持続的な地域活性化に向け活動してきました。 

その一環として丹鉄は、平成29年8月に地元事業者とともに、そこでしか味わえない、その土地の風景・歴史を感じさ

せるご当地珈琲「丹鉄珈琲」の販売をスタートし、丹後地域にちなんだ5種のオリジナルブレンドを通じて、丹鉄沿線の魅

力発信をしてきました。 

 

そして今回、より多くの方に丹鉄珈琲を知っていただくため、丹鉄宮津駅構内にある空き店舗を利用し「丹鉄珈琲～

114kmCAFE（ひゃくじゅうよんきろかふぇ）」をオープンします。そのオープンに伴う資金支援を、クラウドファンディングサ

ービス「CAMPFIRE」を通じて募ります。本店舗は、“旅の始まりと終わりに、こだわりの商品を”をコンセプトに、珈琲片手

に旅に出る人々への旅の窓口として、そして「もう１つの京都」と「ローカル鉄道」の魅力を発信する拠点として活用してい

きます。さらに丹鉄珈琲の他、地元のこだわりの食材を使用したスイーツの提供などを行うことで、地元の方々が集まる

賑わいの場としても活用し、地域活性化を進めていきます。 

 



また今回の取り組みに伴い、4 月 16 日（月）に地域の事業者へ向けた「クラウドファンディングを活用した新しい地域

活性化への取り組み方」を説明するクラウドファンディングセミナーを、株式会社 CAMPFIRE と共催で実施します。丹鉄

では、これまでも地域に根ざした企業家・経営者の方の創出・育成や、沿線地域の継続的な地方創生を目指してきまし

た。これまでの取り組みをもとに、今後の丹鉄の展開やクラウドファンディングを活用した事例などを説明することで、

地域の事業者との連携を強め、丹鉄沿線の活性化および地域振興を推進していきます。 

京都丹後鉄道は、今後も積極的に地域貢献の推進に努め、地域の皆さまに愛される鉄道を目指していきます。 

 

■プロジェクト概要 

・実施期間： 2018年 3月 29日（木） から 2018年 5月 20日（日）まで 

・目標金額： 200万円 

・資金使途： 「丹鉄宮津駅」内に建設予定の「丹鉄珈琲～114kmCAFE」店舗オープンに伴う費用 

・プロジェクトページ： https://camp-fire.jp/projects/view/68879 

※リターンや施設概要等についてはプロジェクトページをご確認ください 

 

■クラウドファンディングセミナー詳細 

日時： 4月 16日(月)14:00～16:00 

会場： 市民交流プラザふくちやま／視聴覚室 

内容： 京都丹後鉄道の取り組み／京都丹後鉄道 代表取締役 寒竹 聖一 

     クラウドファンディングの概要及び事例／CAMPFIRE マネージャー遠峰 正之 

     地方創生の事例／株式会社 umari 代表 古田 秘馬 

     但馬信用金庫の取り組み及び当地の事例／但馬信用金庫 常勤理事 宮垣 健生 

※お申込みについては京都丹後鉄道 HPをご確認ください。 

 

■丹鉄珈琲とは 

日本全国にファンを持つ「日光珈琲（栃木県日光市）」と、沿線地域の食の魅力を知り尽くす「城崎スイーツ（兵庫県豊

岡市）」 がタッグを組み新たに立ち上げた「城崎珈琲焙煎所」でロースト・ブレンドされたご当地珈琲。「そこでしか味わ

えない、その土地の風景・歴史を感じさせる珈琲でありたい。」という思いを込め、丹後地域の暮らしや文化を、コーヒー

を通して感じることができるよう個性豊かな風味のブレンド（天橋立ブレンド、与謝野ブレンド、京丹後ブレンド、舞鶴ブ

レンド、福知山ブレンド）に仕上げました。 

現在は、京都丹後鉄道観光列車の「丹後くろまつ号」、「丹後あかまつ号」、「丹後あおまつ号」の車内でのドリンク販売

のほか、観光列車内及び天橋立駅窓口では珈琲豆のお土産販売を行っています。 

（http://trains.willer.co.jp/news/tantetsu-coffee/） 

 

WILLER TRAINS株式会社 概要 

【所在地】京都府宮津市字鶴賀 2065-4 

【代表者】代表取締役 寒竹聖一 

【設立】2014年 7月 

【事業内容】第二種鉄道事業 


